
　入江農園は、平成元年からしいたけ菌床栽培を千葉県内でもいち早く始めた。
　主要作物は、生しいたけ・生きくらげ、春はたけのこなど。地元直売所や食品スーパー、
契約飲食店、マルシェなど多方面で販売する。
　生しいたけは、主に大峰（おおみね）という品種を作る。長い期間をかけてじっくり育ち、
とても肉厚なもの。かなり深い味わいも特徴的だ。
　入江さんは、就農から６年目。結婚を機に農業を始めた。東京の大学で持続可能な農業
や環境問題などを学んだ。ビール好きでもあったため、クラフトビール（地ビール）直営
店で働き、ビールの醸造家を夢見た。静岡の沼津・伊豆、栃木の工場でも働き醸造法を学
んだ。
　農園の目指すところは、「イートローカル（その土地を食べよう）」。市民に「農」の魅力を
知ってもらうために、秋の収穫祭などイベントも主催する。また、乾燥しいたけや八朔（は
っさく）など農園の食材を使った地ビールの委託製造も始めた。
　今後、自宅敷地内に念願のビール醸造所も作る。「しいたけ×地ビール」でイートローカ
ル、入江さんの挑戦は続く。

入江農園
流山市大畔

入江 匠さん（35歳）
いりえ  たくみ

tobari tomato farm
松戸市栄町西

戸張 貴規さん（44歳）
とばり　 たかのり

こんどう  やすひさ

　流山街道沿い、レンタカー店の横の小路を日大松戸歯学部方向へ約１０メートル程進むと
見えてくる白い小屋、農家の直売所がtobari tomato farm（戸張トマトファーム）だ。
　１０月中旬から７月初旬はメインのトマトを中心に、夏場は枝豆、１０月からはホワイト
コーンも販売、冬場は、ネギやカブなども扱い、年間を通して市内産の季節の野菜を販売
する。
　直売所は２０２１年６月に開店。コンセプトは地産地消。「消費者が散歩途中に寄って、目
の前の畑で採れた農産物を買って帰り、自宅で直ぐに食べられる場所にすること」を目標
にしている。
　トマトは、ハウスで育てる木熟トマト。この味を求めて、近隣・遠方からリピーターが
集う。品種は、時期毎に、大玉（りんか、ファーストトマト）・中玉（フルティカ）・ミニ（キ
ャロル、アイコ、プチぷよ）が並ぶ。
　戸張さんは、「自分が夢だった直売所経営を夫婦でやっているので、趣味が仕事のようで
日々の野菜作りが楽しい」と話す。
　これからも、お客様のために美味しいものを作り続けていく。

▲ 農園オリジナルビール。
　 市内酒店などで販売。

▲元々農業資材倉庫だった建物を、
　改修して直売所とした。

tobari tomato farm
(戸張トマトファーム）
松戸市栄町西2-918
電話　080-8088-3261
開店期間：10月中旬から翌年７月
　　　　　10：00～17：00（売り切れ次第終了）
（定休日：月・金曜日、駐車場有り）
＊ホームページ、各種SNS有り。
　インターネット販売有り。

入江農園
流山市大畔602
電話　04-7158-3879
（生しいたけ）
直売期間：10月～翌年5月頃 　金・土・日曜日
　　　　　10：00～12：00
（不定休、駐車スペース有）
＊直売期間等は、SNS等で情報発信。
　ホームページ、各種SNS有り。

▲ ハウス内は、自然の山に
　 近い環境を再現。

▲ 写真はイメージです。

小袋や大袋などを販売する直売所。
マルシェバッグなど農園グッズも扱う。

▲ 野菜の美しさが感じられる
　 商品包装と陳列。

▲ 戸張さんは就農から約
　 ２５年。１００年続く農家
　 の４代目。入江農園

ホームページ

tobari tomato farm
（戸張トマトファーム）

ホームページ

官製はがきに
▲ 郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、
　 年齢、電話番号、職業と、本紙をご覧に
　 なったご感想をお書きください。
▲ 応募先　〒271-8620（私書箱）
　 ＪＡとうかつ中央「ふれあい」プレゼント係
▲ 応募の締切　２０２２年１２月３０日（金）
　（当日消印有効）

＊郵便料金の過不足にご注意ください。
　ご当選の発表は、賞品の発送をもって代えさ
　せていただきます。お寄せいただいた個人情
　報は、本抽選のみに利用するものであり、他
　の目的には利用いたしません。

‶ 地元の旬の味覚 " をどうぞ ！！
4０名様へ「矢切ねぎ」プレゼント

抽選で、ご当選された40名
様に、ＪＡとうかつ中央管内
特産で、地域団体商標を取
得している矢切ねぎ１箱を
お送りします。
（泥ねぎ葉付き、約７kg）

材料（二人前）
・矢切ねぎ４本
・ゴマ適宜
・ポン酢適宜

　３月から４月頃にかけて、畑に
種をまき、苗を作ります。
　植える時に折れないように、手
作業で少し苗の上を切り揃えてか
ら植えます。また、ねぎが栄養を
とれる良い土づくりも行います。

 　５月から８月頃にかけて、定植
と施肥作業です。機械も駆使して、
深い溝のある畝を作ります。その
後、肥料をまいたら、苗を植える
道を作り、丁寧に植え付けます。
そして、約１ヶ月後に堆肥を投入
します。

　９月から１０月にかけ
ては成長を促す期間とな
ります。矢切ねぎを太く
長く、そして甘く柔らか
くするために、数回土寄
せをします。この頃は、
台風の直撃が懸念されま
す。事前に畑一面にネッ
トを被せて、倒伏を予防
することもあります。

 
　１１月～翌年３月は、ようやく
収穫の時期を迎えます。
　冬の気候を乗り越えて、甘さ
が一段と増して、美味しくなり
ます。全国への出荷本番です。

取材協力：カネキ近藤農園

材料（一人前）
・矢切ねぎ１本
・オリーブオイル
　100㎖
・塩コショウ少々

冬の定番野菜“ねぎ”
松戸の特産野菜「矢切ねぎ」ができるまで！！

矢切ねぎのしゃぶしゃぶ 矢切ねぎのアヒージョ

手順
① 矢切ねぎを１㎝の斜め
　 切りにします。
② 切った矢切ねぎをただ
　 単にしゃぶしゃぶして
　 ポン酢で食べるだけで
　 す。

手順
① 矢切ねぎの白い部分を３㎝ごとに
　 切る。
② オリーブオイルでコトコトと弱火
　 で10分程度（時間は個人で調節）。
③ 食べる直前に塩コショウをパラッ
　 と。

「矢切ねぎ」生産者おすすめレシピ ① 「矢切ねぎ」生産者おすすめレシピ ②

冬の定番野菜“ねぎ”
松戸の特産野菜「矢切ねぎ」ができるまで！！

矢切ねぎのしゃぶしゃぶ 矢切ねぎのアヒージョ

★ 美味しい矢切ねぎ作りのために
種まき作業・土づくりからスタート！

★ 定植・施肥作業
矢切ねぎに栄養を与えます。

★ たくましく育つ時期
土寄せなど栽培管理

★ 待ちに待った
収穫の瞬間

松戸市下矢切

近藤 泰久さん（50）

カネキ近藤農園
ホームページ

取材協力：カネキ近藤農園

焼いてよし鍋によし鍋によし 焼いてよし

シリーズ
生産者に聞いてみた！
シリーズ
生産者に聞いてみた！
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